
郡山市立富田中学校 第３学年通信 令和２年３月１３日（金）
最終号

文責：学年主任 志田保宏
(学校024ｰ938-7521､7522)

ご卒業おめでとうござ います
◆人は感謝の気持ちをあらわすことで成長する。これからも人生のなかでいくつかの節目が訪れる
と思いますが、自己を成長させるためにも節目は大切にしたいもの。
卒業式は次の３つの場となることを生徒達に伝えました。
①中学校３年間、義務教育９年間の終了となる場
②成長できたことに感謝をする場
③人生の新たなスタートとなる場

◆今年度は、『令和』という新しい時代の幕開けと 【お祝いのメッセージ】
なり、令和元年度の最初の卒業生として、思い出深 ◎宍戸義浩先生（福島市立福島養護学校）
い式になるだろうと思っていましたが、思いもよら ご卒業おめでとうございます。
ぬことで、異例の卒業式となってしまいました。 新しい門出を心よりお祝い申し上げます。
すでに行われている各高校の卒業式でも、様々な

制限での式となり、生徒や保護者、先生方の気持を ◎遠藤友里先生（いわき市立小川中学校）
考えるとなんともやりきれない気持でいました。 卒業生のみなさん、
この学年は、小学校入学時も東日本大震災と重な ご卒業おめでとうございます。

り、入学式が満足に執り行えていない学年であると みなさんと一緒に過ごした一年間は、楽し
いうことなのでこれまたなんとも言えない気持にな い思い出がいっぱいでした。
っていました。 いよいよ巣立ちの日を迎えましたね。富田
◆しかし、このような状況ですが、校長先生ができ 中学校での思い出を胸に、何事にも恐れず、
る範囲で、できる限りの卒業式をという思いで、様 ひるまず、夢に向かって大きく羽ばたいて
々なことを模索していただき、富田中学校の教職員 ください。ずっとずっと応援しています。
全員で会場作りや飾り付け、３年教室やトイレ清掃 頑張ってね。みなさんのますますのご活躍
など例年と変わらぬ、様々な準備していただきまし と、ご多幸を心からお祈りしています。
た。『おかげさま』でこのような式が執り行うこと
ができたこと、先生方に感謝いたします。 ◎和田壮央先生（いわき市立平第一中学校）
◆生徒達はこの３年間で様々な経験をし、心身共に ご卒業おめでとうございます。
成長することができたようです。小学校の先生方を みなさんの卒業を聞いて月日の流れのはや
はじめ本校を離任された多くの先生方からメッセー さを感じます。
ジをいただき、ありがたいなと思います。様々な人 あのとき 自分に自信がなかったあなたは
との出会いが、自分を成長させていることに気づか 今 前を向いて歩けていますか

步され、人との関わりの重要性をあらためて感じてい あのとき もう一 がんばれなかった
るところです。我がスタッフも、学級担任の先生方 あなたを 今 乗りこえること
を中心にお子様と出会い関わってきました。これか ができましたか
らの人生を自分で考え、判断し、行動できるように あのとき 人を傷つけてしまったあなたは
と時には厳しく、時には優しく・・・。どの先生方 今 人の痛みを感じることができ

も生徒との関わりを大切にしていた ていますか
だきました。 みなさんの三年間にはたくさんの方の支え
最後に、中学校生活の経験や思い がありました。

出を糧として、自分の力で目標実現 みんなで 越えよう たくましく 誇りに
にむかって歩まれますようスタッフ みちて 進みゆく 頑張れ 富中生
一同応援しています。 これからのご活躍を心から祈っています。

『皆勤賞』～２５名の偉業～
◆最後の表彰者。中学校生活３年間、無遅刻、無早退、無欠席を達成した（インフルエンザなどの
出席停止は除く）全体のたった１割しか該当しない生徒達。立派です。胸をはれる偉業です。
何をするにしてもからだが資本。この3年間は大切な生きる力を身に付けることができました。

１組 根本寛大 藤田奈々花 増冨圭柊
２組 伊藤 杏 大内怜奈 大浜珠結 相良優結 佐田玄騎 鈴木ひかり
３組 岡田 碧 國分悠楽 佐藤結彩 山本志道
４組 菊池こころ 佐久間美羽
５組 阿部凌真 関澤 輝
６組 倉澤 舞 國分直宏 佐藤雅哉 瀧澤帆花 登藤颯人
７組 江又瑛斗 栗城叶望 齋藤 葵

【おわりに】おかげさまで、一時は式を行うことさえ危ぶまれましたが、無事この日を迎え立派
に富田中学校を巣立つことができました。保護者の皆様方には多くのご協力・ご支援をいただき
ましたことに感謝いたします。ありがとうございました。



別れの言葉

例年より暖かかった冬も終わりを告げ、桜のつぼみが色づきはじめる季節になって
きました。春の光に背中を押され旅立っていく令和初めての卒業生として、この日を
迎えられたことに誇りを感じます。
初々しい姿で校門をくぐったあの日から、早三年。思い出のつまった制服に袖を通

すのも今日で最後です。「初めて」の連続だった中学校生活に不安を抱いていました
が、先生方の手厚い指導や優しく接してくれる先輩方のおかげで、充実した日々を送ることができま
した。
学習について振り返ると、一・二年生のころは勉強に対する意識が足りず、三年生になってから、

基本の大切さを深く痛感するようになりました。受験勉強では、自分の目標や希望を見すえ、それに
向かってひたすらに頑張りました。時にはテストなどの成績で伸び悩み、不安になるときもありまし
たが、自分の将来に期待をもち、努力をすることで少しずつ結果がついてくるようになったと思いま
す。
中学三年間で勉強と同じくらい大切だったこと、それは部活動です。全員が勉強との両立をめざし、

励んできました。一年生のときの僕たちは、先輩を前にして、その落ち着きと、部活動に対するまじ
めな姿に身が引きしまる思いがしたのを今でも覚えています。
二年生になると、後輩が入ってきたことにより、今までになかった責任感を抱くようになりました。

最上級生である三年生になり、自分のことだけ考えて行っていた頃に比べて、部活動が、チーム全体
がレベルアップするためにはどうするか、「富中プライド」を発揮するためにはどう在ればいいかと、
考えが変化していきました。三十四年分の伝統を、三十五年目の後輩たちに「つなぐ」、そんな大切
な役割を、僕たちは部活動を通して学ぶことができました。
また、仲間との思い出の一つとして記憶に残っているのは修学旅行です。鎌倉や東京など、三日間

をかけて関東方面をめぐりました。計画を立てるときには、友だちと東京を歩く姿を想像し、胸を躍
らせました。この旅行の中では、鎌倉の歴史ある寺社を参拝したり、東京で企業訪問をしたりしまし
た。見慣れない景色に感動しながら、絆を深めてきた仲間たちと共に過ごした鎌倉や東京での研修、
東京ディズニーリゾート、思い出話や好きな人の話で盛り上がり、笑顔がたえなかった新幹線やホテ
ル、すべての時間が宝物です。友だちと協力した三日間は、初めての体験と貴重な経験の連続で、多
くのことを学んだ大切な思い出となりました。
三年間の中学校生活において、最も印象に残った行事は榎祭です。今年度の榎祭のテーマは「Beli

eve in our story～思い出はこの瞬間に～」。テーマに合わせてオープニングを作成したり、装飾し
たりすることは簡単ではありませんでしたが、話し合いを重ね、目に見える形にしていきました。し
かし、いざリハーサルを始めてみると、みんなの息が合わず、スムーズには進みませんでした。合唱
コンクールへ向けては、朝、昼、放課後と練習を重ねても、思いのすれ違いにより、うまくいかない
日々が続き、「僕たちは本当に発表できるのか」という不安は募るばかりでした。ですが、めげずに
意見をぶつけ合い、繰り返し練習をすることで、僕たちはその壁を越えていきました。榎祭へ向けて、
それぞれが全力を尽くしている中で、友だちの意外な一面を見ることもでき、互いをより理解するこ
とができました。榎祭を通して学んだことは、必ずこれからの生活に生きてくると思います。
そして、僕たちは命の重みや「生きる」ことの大切さなどを考え直すきっかけになった出来事があ

りました。
「だから、生きる！」。多くの人はこの言葉に聞き覚えがあるはずです。盲目のバイオリニスト増田
太郎さんが富田中学校に来校してくださった、あの教育講演ライブでは、感動を生む演奏が会場全体
に広がりました。
僕たちは三年間で多くの人と関わってきました。当たり前のように毎日を過ごしていく中で忘れて

しまいそうになる「人は誰かに支えられ、孤独ではない」というメッセージを、太郎さんは音色とい
う形で送ってくれました。僕たちは、この富田中学校を巣立ち、これからを生きていく上で「生きる」
ことの意味について考え続けなければなりません。太郎さんは、そのためのきっかけをくれました。
困難が立ちふさがり、目の前に広がる景色が真っ暗になってしまっても、諦めずに走り続ければ、い
つか光が差す。太郎さんはこのようなことを伝えたかったのだと思います。希望をもち、前を向いて
走り続けることの大切さを伝えてくれた太郎さんの意思を受け、これからを生きていきます。

実は、今日を迎えるまで、僕たちにはいくつもの不安がありました。それは、呼名されての証書授
与はあるのか、校歌、式歌は歌えるのか…もしかしたら、この学び舎に集うことはないのかもしれな
いという思いです。
ですが、今、ここに卒業生が集まることができました。一堂に会し、一人一人に証書を授与して頂

く機会を与えてくださったことをうれしく感じています。
この特別な日々の中で、当たり前なことは何一つないのだということ、日常に感謝することの大切

さ、「今」という一瞬を懸命に生きることの重要性を改めて考えさせられました。

そうやって振り返ると、この三年間で学んだことは勉強だけではないと気付きました。クラス、部
活、学校行事の係など、人と関わりを築く中で、仲間と助け合ったこと、より良くなるようにと、一
つの目標に向かい走り続けたことで、心が成長したのだと思います。
ともに卒業を迎える皆さん、僕たちに「卒業」という「場」を与えてくださった先生方、そして、

ここまで支え導いてくれた家族、本当にありがとうございました。富田中学校での経験を、新しい生
活に、未来に生かしていくことをここに誓い、別れの言葉といたします。

令和二年三月十三日
卒業生代表 今野虹典


